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オードリクールはいかにしてカレン祖語の声調を再建したか? 
加藤昌彦 

 
要旨 

Haudricourt によるカレン祖語の再建は、東南アジア歴史言語学における最も重

要な業績のひとつである。しかし、彼がカレン祖語の声調を再建した経緯の詳

細は、意外と知られていない。この論文では、Haudricourt が 1946 年の論文で

どのようにしてカレン祖語の声調を再建したかを解説する。加えて、1975 年の

論文で示された、もう一つの声調を追加する案が妥当であることを論じる。そ

の上で、カレン祖語の声調の調値がどのようなものであったか、筆者自身の考

えを示す。 
 
 
0. はじめに 

 カレン系言語の歴史言語学的研究の中で、Haudricourt (1946, 1953, 1975)は極

めて重要な業績である。特に重要な点は、カレン祖語の声調を再建したことで

ある。ところが、Haudricourt のカレン祖語の声調に関する考え方は、最初の論

文が出て 70 年を経た現在でも、正確に理解されているとは言えない。カレン

祖語の再建に関する主な研究には、他に、Jones (1961)、Burling (1969)、Solnit 
(2001, 2013)、Shintani (2003)、Manson (2009)、Luangthongkum (2013, 2014a, 
2014b)などがある。このうち、Solnit, Shintani, Manson の研究は、Haudricourt の
声調についての考え方に深い理解を示している。しかし、Jones と Burling の研

究は、Haudricourt を一顧だにしていない(Jones についての批判は、西田 1964
や Matisoff 2003 を参照せよ)。また、Luangthongkum の研究は、基本的には

Haudricourt (1946)を基礎にしているが、Haudricourt (1975)における重要な提案

を十分に配慮しているように思えない。Haudricourt の研究が正確に理解されて

いない原因は次の 3 つの点にあると思われる: (a)カレン祖語の声調を再建した

過程が詳しく説明されておらず、考察結果のみが示されている ; (b)祖語の声調

についての重要な指摘が最初の論文から約 30 年後の 1975 年になされた ; (c)論
文がフランス語で書かれている。そこで本稿では、Haudricourt が 1946 年と

1975 年の論文でカレン祖語の声調を再建するにあたって行ったと思われる作業

を再現して示すことで、Haudricourt の研究を理解するための一助としたい。そ

の上で、カレン祖語の声調に関する私見を述べる。第 1 節では 1946 年の論文

を扱い、第 2 節では 1975 年の論文を扱う。1953 年の論文は、子音の再建の修

正に関わるものなので、本稿では扱わない。続く第 3 節では、カレン祖語にお

ける声調の融合の経緯とカレン祖語の声調の調値について私の意見を述べる。 
カレン諸語の歴史を考える上でかつて大きな問題であったのは、シナ・チベ

ット諸言語内部における系統的位置づけである。カレン系諸言語の基礎語彙を

見る限り、非常に多くがチベット・ビルマ諸語との一致を示す。ところが、チ

ベット・ビルマ諸語のほとんどは SOV を基本語順であるのに、カレン系諸言

語の基本語順は SVO である。このことから、Benedict (1972)は、Sino-Tibetan  
>  Tibeto-Karen + Chinese という分岐の後、Tibeto-Karen  >  Karen  +  Tibeto-
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Burman という分岐が起こったと想定し、カレンを他のチベット・ビルマ諸語

とは別扱いにした。しかし現在では、カレン系諸言語はチベット・ビルマ系に

属するという考え方が一般的である。チベット・ビルマ系諸言語との比較研究

もその観点から行われている(Mazaudon 1985, Weidert 1987, Matisoff 2003 など)。
語順の特殊性については、SVO 型であるモン・クメール系の何らかの言語の影

響で語順を SOV から SVO に変えたと考えられている。Matisoff (1991)はモン語

の影響を示唆し、Manson (2009)は Palaungic branch とのより強い関係を示唆し

ている。 
 

 

1. Haudricourt (1946)の仮説とその作業の再現 
 Haudricourt (1946)の重要な論点は、カレン系諸言語がタイ系諸言語と同様に、

祖語における 3 種類の頭子音クラスを条件として声調を分岐させたということ

である。Haudricourt はこの論文で、1922 年に出版された Purser and Saya Tun 
Aung の A Comparative Dictionary of the Pwo-Karen Dialect (217p.)1を用いてスゴ

ー・カレン語とポー・カレン語の比較を行い、カレン祖語再建を試みた。この

辞書においてポー・カレン語の各語彙項目は、私がキリスト教ポー・カレン文

字と呼ぶ文字(加藤 2001b, 2006)で書かれている。そして、対応するスゴー・カ

レン語の形式がキリスト教スゴー・カレン文字で併記されている。例として 1
ページ目から一語を挙げる。 
     ကဆါ (ကစဿ္)   n. lord, master. 

最初の ကဆါ がポー・カレン語形式、括弧内の ကစဿ္ がスゴー・カレン語形式

である。この辞書に発音記号による発音表記は示されていない。付録に簡単な

発音の説明があるのみである。これらを手掛かりに、Haudricourt はポー・カレ

ン語とスゴー・カレン語の語彙比較を行った 2。 
 ここで、この辞書で使われている文字の説明が必要だろう。キリスト教スゴ

ー・カレン文字は 1830 年代に、アメリカ人宣教師 Wade によって発案された。

キリスト教ポー・カレン文字は 1840 年代に同じく Wade によって発案されたが、

ほどなくして同じくアメリカ人宣教師の Brayton によって改編された。どちら

の文字も Hpa-an 方言を含むビルマ東部のいずれかの方言に基づいて作られた。

この 2 つの文字以外にも、加藤(2006)に示したように、カレン語を書き表す文

字には、仏教ポー・カレン文字、仏教スゴー・カレン文字、レーケー文字など

がある。本稿では、ポー・カレン語とスゴー・カレン語の表記に、Haudricourt
が比較研究に用いたキリスト教ポー・カレン文字とキリスト教スゴー・カレン

                                            
1 Pwo には互いに通じない数群の方言がある(Kato 1995, 2009b, Phillips 2000, Dawkins & Phillips 2009a, 
2009b)。この辞書の表記に使われているキリスト教ポー・カレン文字は、ポー・カレン語東部方言の発音

に基づいている。しかし、この辞書の語彙を観察すると、主に西部方言の語彙が収録されている。西部方

言では表 4 の 1h と 2h が合流しているので、もし西部方言の音声そのものに基づいて比較を行うと、声調

の再建はうまくいかない。Haudricourt の再建がうまくいった理由の一つは、キリスト教ポー・カレン文字

の発音表記が東部方言に基づいていることである(see Kato 2001b)。西部方言では、この表記を西部方言の

発音に合わせて読む(see Kato 2006)。 
2 実地調査に依ったわけではないため、一部に音価の誤認があり、これは後に Haudricourt (1953)で訂正さ

れた。 
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文字を使用する。さらに、参考のために、カレン文字の後に現代方言での読み

方を音素表記で示す。本稿で示すポー・カレン語形式はパアン方言のものであ

る。スゴー・カレン語形式も同じくパアンで話される方言である。ポー・カレ

ン語の表記は Kato (2009, 2017)に従い、スゴー・カレン語の表記は加藤(2002)に
従う。 
 キリスト教ポー・カレン文字とキリスト教スゴー・カレン文字においては、

声調が専用の記号で表される。表 1 はキリスト教ポー・カレン文字の声調記号

(tonal signs)とポー・カレン語 Hpa-an 方言の声調の対応を示したものである 3。

ここでは子音が /m/、母音が /a/ の場合を例に取った。 
 
表 1 : キリスト教ポー・カレン文字の声調記号 
1 မဵ 2 မါ (no mark) 3 မဩ 4 မဿ 5 မှ 6 မ႞ 

/má/ /mā/ /mà/ /mâ/ /má/ /mà/ 
 
Hpa-an 方言には /má/[55] (high-level), /mā/[33(4)] (mid-level), /mà/[11] (low-level), 
/mâ/[51] (falling)の 4 声調がある(Kato 1995, 2009, 2017 参照)。5 つの声調記号 -ဵ  

-ဩ  -ဿ  -ှ  -႞ は字母の右側に書かれる。/a/ を表す母音記号は  ါ であるが、声調

記号がつくと省略される。したがって、この母音記号を書くのは、声調記号が

ゼロである 2 の場合のみである。1 から 4 はもともと plain tone、5 と 6 は声門

閉鎖音を末尾に持つ checked tone を表していたが、Hpa-an 方言では音節末の声

門閉鎖音が最近になって脱落し、5 の声調は 1 と、6 の声調は 3 と合流したた

め、文字の表す音価も、5=1, 6=3 となっている。このような非体系的な部分は

あるが、キリスト教ポー・カレン文字は Hpa-an 方言の音韻体系に比較的うま

くフィットしている。これは、おそらくこの文字が Hpa-an 方言に基づいて作

られたからである。 
次に、表 2 はキリスト教スゴー・カレン文字の声調記号がスゴー・カレン語

Hpa-an 方言の声調とどのように対応するかを示したものである。ここでも頭子

音が /m/、母音が /a/ の場合を例に取る。 
 
表 2 : キリスト教スゴー・カレン文字の声調記号 
1 မဢ္ 2 မါ (no mark) 3 မၯ 4 မဿ္ 5 မာ ္ 6 မး 

/mâ/ /má/ /mā/ /mà/ /màʔ/ /máʔ/ 

                                            
3 現在、カレン州の首都パアンで最も広く使われているポー・カレンの文字は、私が仏教ポー・カレン文

字と呼ぶ文字である。これはモンからの仏教受容に伴って遅くとも 19 世紀前半までに自然発生的に作り

出された文字体系である。詳しくは加藤(2001a, 2006)を参照されたい。lord を表す単語はこの文字では 
ကု္ဆါၟ と書かれる。一方、キリスト教ポー・カレン文字は、現在、専らイラワジ・デルタ地帯の方言で使

われている(加藤 2001b 参照)。東部方言は、キリスト教ポー・カレン文字でも仏教ポー・カレン文字でも

書くことができる。例えば、nə ʔáɴ mɩ̀ ɣòɴ jàʊ ʁâ (you / eat / rice / finish / PERFECTIVE / QUESTION) ‘Have 
you finished eating ?’は、キリスト教文字では、နအၩမဩ့ဂီဨယူ႞ဧဈ. と書かれ、仏教文字では 
ဏု္အင္းေမဝ္ဟံွင္ယုဂ္ဟွာ့။ と書かれる。 
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checked tone を別個の声調であると見なした場合、Hpa-an 方言には /má/[55] 
(high-level), /mā/[33] (mid-level), /mà/[11] (low-level), /mâ/[51] (falling), /máʔ/[44ʔ] 
(high-checked), /màʔ/[11ʔ] (low-checked)の 6 声調がある(加藤 1993, 2002 参照)。
これらは 5 つの声調記号 -ဢ ္  -ၯ  -ဿ္  -ာ္  -း  によって表される。キリスト教スゴ

ー・カレン文字においても、/a/ を表す母音記号は ါ であるが、声調記号がつく

と省略される。high-level tone のとき声調記号は無表記なので、この場合のみ 
/a/ を表す記号が書かれることになる。キリスト教スゴー・カレン文字がどの

方言に基づいて作られたかは明らかではない。私は、モン州あるいはカレン州

パアン周辺の方言に基づいて作られたのではないかと考えている。 
 さて、Haudricourt はどのようにしてカレン祖語の声調を再建したのだろうか。

おそらく、次の(1)から(9)に示す作業を行ったのだと考える。  
 

(1)   スゴー・カレン語の声調とポー・カレン語の声調には規則的な対応のパ

ターンが、次に示すとおり、7 種類観察される。語例は私が任意に選んだ。各

対応の最初に示したローマ数字は、Luce (1959, 1991)が用いている番号である。

Haudricourt は 1975 年の論文で Luce の番号を使って議論しているので、参照し

やすいよう、本稿でもこれらを用いる。V の番号が飛ばされているのは、後で

述べるように、Haudricourt は 1946 年の論文を出版した当時、Luce が後に示す

V の対応を例外と考えていたからである。 
 

I. Pwo -ဩ : Sgaw -ၯ 
Pwo ခဩဲ /khɛ̀/ : Sgaw ကဲၯ /kɛ̄/ ‘to shine’ 
Pwo ဆဪဨ /chə̀ɴ/ : Sgaw စူၯ /sū/ ‘to rain’ 
Pwo ဆဨ /chàɴ/ : Sgaw ပစီၯ /psɔ̄/ ‘dew’ 
Pwo ထီဨ /thòɴ/ : Sgaw တိၯ /tō/ ‘bridge’ 
Pwo နဪဩ /nə̀/ : Sgaw နၯ /nā/ ‘you (sg.)’ 
Pwo ဖဪဨ /phə̀ɴ/ : Sgaw ပူၯ /pū/ ‘inside’ 
Pwo ဖ့်ဩ /phlɩ̀/ : Sgaw ပ့်ၯ /plē/ ‘tongue’ 
Pwo မဩ /mà/ : Sgaw မၯ /mā/ ‘to do’ 
Pwo ယဲဨ /jài/ : Sgaw ယံၯ /jī/ ‘to be far’ 
Pwo ယဪဩ /jə̀/ : Sgaw ယၯ /jā/ ‘I’ 
Pwo လဨ /là/ : Sgaw လီဩ /lɔ̄/ ‘to fall’ 
 
II. Pwo -ဩ : Sgaw -ø 

Pwo ကူဩ /kɯ̀/ : Sgaw ကု /kɯ́/ ‘shell’ 
Pwo ကီဨ /kò/ : Sgaw ကူ /kú/ ‘to wear (as sarong)’ 
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Pwo စ့ဩ /cɩ̀/ : Sgaw စ ့/sé/ ‘silver’ 
Pwo တဲဨ /tài/ : Sgaw တ့ /té/ ‘to create’ 
Pwo ဒီဩ /dɔ̀/ : Sgaw ဒ ီ/dɔ́/ ‘knife’ 
Pwo ပ်ဨ /plà/ : Sgaw ပ်ီ /plɔ́/ ‘to be clear’ 
Pwo ဘဩ /bà/ : Sgaw ဘါ /bá/ ‘to worship’ 
Pwo ဘီဨ /bò/ : Sgaw ဘိ /bó/ ‘numeral classifier (long objects)’ 
Pwo အံဨ /èi/ : Sgaw သအ့ /θé/ ‘ginger’ 
Pwo အီဩ /ɔ̀/ : Sgaw အီ /ɔ́/ ‘to drink’ 
 
III. Pwo -ဿ : Sgaw -ø 

Pwo ခဈ /khâ/ : Sgaw ခါ /khá/ ‘to step’ 
Pwo ဎံဈ /xî/ : Sgaw ဃံ /xí/ ‘to be beautiful’ 
Pwo ဆဪႚ /chə̂/ : Sgaw ဆဿ /shə́/ ‘to be sweet’ 
Pwo ထံဈ /thî/ : Sgaw ထံ /thí/ ‘water’ 
Pwo နဪႚ /nə̂/ : Sgaw နဿ /nə́/ ‘to have a smell’ 
Pwo ဖီဈ /phɔ̂/ : Sgaw ဖ ီ/phɔ́/ ‘flower’ 
Pwo မံဈ /mî/ : Sgaw မံ /mí/ ‘to sleep’ 
Pwo ယီဈ /jɔ̂/ : Sgaw ညီ /ɔ́/ ‘to be easy’ 
Pwo လႚ /lâ/ : Sgaw လီ /lɔ́/ ‘thunder’ 
Pwo ၁ံဈ /θî/ : Sgaw သံ /θí/ ‘to die’ 
 
IV. Pwo -ø : Sgaw -ဿ္ 

Pwo ခိ /khʊ̄/ : Sgaw ကိဿ္ /kò/ ‘to be hot’ 
Pwo ဂးဲ /āi/ : Sgaw ဂဿံ္ /ì/ ‘strength’ 
Pwo ဆံ /chī/ : Sgaw စဿံ္ /sì/ ‘to mix’ 
Pwo ထီး /thō/ : Sgaw တိဿ္ /tò/ ‘to pound with pestle’ 
Pwo န႔ /nɩ̄/ : Sgaw န႔ဿ္ /nè/ ‘to get’ 
Pwo ဖါ /phā/ : Sgaw ပဿ္ /pà/ ‘father’ 
Pwo မိ /mʊ̄/ : Sgaw မိဿ္ /mò/ ‘mother’ 
Pwo ယဲ /jɛ̄/ : Sgaw ယဲဿ္ /jɛ̀/ ‘five’ 
Pwo လး /lā/ : Sgaw လီဿ္ /lɔ̀/ ‘place’ 
Pwo ဝ ဲ/wɛ̄/ : Sgaw ဝဿဲ္ /wɛ̀/ ‘elder brother or sister’ 
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VI. Pwo -ဵ : Sgaw -ဢ္ 

Pwo ကိဵ /kʊ́/ : Sgaw ကိဢ္ /kô/ ‘confectionary’ 
Pwo ခိဵ /khʊ́/ : Sgaw ခဢိ္ /khô/ ‘head’ 
Pwo ဆဲၩ /chái/ : Sgaw ဆံဢ္ /shî/ ‘to be sour’ 
Pwo တၩ /tá/ : Sgaw တီဢ္ /tɔ̂/ ‘to be thick’ 
Pwo ထိဵ /thʊ́/ : Sgaw ထိဢ္ /thô/ ‘bird’ 
Pwo ဒံဵ /dí/ : Sgaw ဒဢံ္ /dî/ ‘to lay eggs’ 
Pwo ဖီၩ /phó/ : Sgaw ဖဢီ္ /phɔ̂/ ‘to catch’ 
Pwo ဘဵ /bá/ : Sgaw ဘဢ္ /bâ/ ‘to be right’ 
Pwo မ့ဵ /mɩ́/ : Sgaw မဢ့္ /mê/ ‘fire’ 
Pwo ယဵ /já/ : Sgaw ညဢ္ /â/ ‘fish’ 
Pwo လဵ /lá/ : Sgaw လဢ္ /lâ/ ‘leaf’ 
Pwo ဝဵ /wá/ : Sgaw ဝဢ္ /wâ/ ‘bamboo’ 
Pwo ၁ဵ /θá/ : Sgaw သဢ္ /θâ/ ‘to bear a fruit’ 
Pwo အၩ /á/ : Sgaw အဢီ္ /ɔ̂/ ‘to eat’ 
 
VII. Pwo -ှ : Sgaw -ာ္ 

Pwo ခိှ /khó/ : Sgaw ကိာ္ /kò/ ‘neck’ 
Pwo ဆိှ /chó/ : Sgaw စိာ္ /sò/ ‘to carry’ 
Pwo ထ့ှ /thé/ : Sgaw တဲာ္ /tɛ̀/ ‘to break off’ 
Pwo ဖံှ /phái/ : Sgaw ပံာ္ /pì/ ‘to be quenched, extinguished’ 
Pwo ဖူှ /pháʊ/ : Sgaw ပုာ္/pɯ̀/ ‘to be soft’ 
Pwo မ့ှ /mé/ : Sgaw မာဲ ္/mɛ̀/ ‘eye, face’ 
Pwo ယှ /já/ : Sgaw ညာ ္/à/ ‘to be torn’ 
Pwo ယံှ /jái/ : Sgaw ယံာ္ /jì/ ‘to be long in time’ 
Pwo လံှ /lái/ : Sgaw လံာ္ /lì/ ‘alphabet’ 
 
VIII. Pwo -႞ : Sgaw -း 

Pwo ကိ႞ /kò/ : Sgaw ကိး /kó/ ‘to call’ 
Pwo ခ႞ /khà/ : Sgaw ခး /khá/ ‘to shoot’ 
Pwo စိ႞ /cò/ : Sgaw စိး /só/ ‘to peck’ 
Pwo ဆ့႞ /chè/ : Sgaw ဆဲး /chɛ́/ ‘to stab’ 
Pwo တႄ႞ /t�/̀ : Sgaw တဿး /tə́/ ‘building’ 
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Pwo ထ႞ /thà/ : Sgaw ထး /thá/ ‘iron, needle’ 
Pwo နိ႞ /nò/ : Sgaw နိး /nó/ ‘mouth’ 
Pwo ဖံ႞ /phài/ : Sgaw ဖံး /phí/ ‘skin’ 
Pwo ဘံ႞ /bài/ : Sgaw ဘံး /bí/ ‘to get stuck’ 
Pwo မ့႞ /mè/ : Sgaw မးဲ /mɛ́/ ‘sand’ 
Pwo လိ႞ /lò/ : Sgaw လိး /ló/ ‘to repay’ 
Pwo ၁ိ႞ /θò/ : Sgaw သိး /θó/ ‘to wear (as shirt)’ 
  
(2)   対応する頭子音を見てみると、閉鎖音の分布にある種の偏りがあること

がわかる。無声無気音を /P/ で、 無声有気音を /PH/ で表すとすると： 
(a) Pwo /PH/ : Sgaw /P/ の対応は I, IV, VIIにしか現れない。 
(b) Pwo /P/ : Sgaw /P/ の対応は II, VI, VIIIにしか現れない。 
(c) Pwo /PH/ : Sgaw /PH/ の対応は III, VI, VIIIにしか現れない。 
 
(3)   おそらく、Pwo /P/ : Sgaw /P/ の対応を示す音節は祖語の頭子音が無声無

気閉鎖音だっただろうし、 Pwo /PH/ : Sgaw /PH/は無声有気閉鎖音だったと考

えられる。考えなければならない問題は、Pwo /PH/ : Sgaw /P/ の対応が祖語に

おいて何だったかである。タイ諸語の音韻対応の類推から、これは祖語におい

て有声閉鎖音であったと推定できる 4。 
 
(4)   (2)と(3)から、祖語における閉鎖頭子音の種類と 7 パターンの声調対応は

次のような関係にあることが分かる。 
 
 *有声閉鎖音     ----------  I,  IV,  VII 
 *無声無気閉鎖音 ----------  II,  VI,  VIII 
 *無声有気閉鎖音 ----------  III,  VI,  VIII 
 
(5)   (4)のように整理してみると、7 種類のパターンの中には、子音のタイプを

条件として相補的な分布を示すものがあることが分かる。例えば、I と II と III
は、いずれも一種類の閉鎖頭子音にしか現れないので、互いに相補的な分布を

示している。そして、相補的な関係にあるパターンの一部は、祖語において同

一の声調だったのではないかと考えられる。このうち、有声か無声かによって

相補分布を示す VII と VIII については、どちらもポー・カレンとスゴー・カレ

ンの両方で声門閉鎖音を末尾に伴うので、祖語においては同じ声調だったと考

                                            
4 Haudricourt が仮定した祖語における有声閉鎖音の存在は、後に、Luce (1959)や Henderson(1961, 1979)に
よるボエー・カレン語についての報告で証明された。ボエー・カレン語には有声破裂音の系列が保存され

ているのである。例えば、Pwo /khʊ̄/: Sgaw /kò/「暑い」の祖形として*go 2 のようなものが想定できる。対

応するボエー・カレン語(Blimaw 方言)は/go2/「暑い」(Henderson, 1979:321)であり、Haudricourt の仮説を

支持する形となっている。Jones (1961)の再建では、このような点がまったく配慮されておらず、それがこ

の研究の最大の弱点となっている。Shintani (2002, 2003)によれば、有声閉鎖音を保存するのは、Geba, Bwe, 
Paku, Monebwa の 4 言語である。Bwe についての詳細は Henderson (1997)を、Geba についての詳細は加藤

(2008)を参照されたい。さらに、私の最近の調査によれば、Palaychi も有声閉鎖音を保存する。 
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えることに問題はない。 
 
(6)   残る I, II, III, IV, VI の分布を見ると、グループ分けには 2 つの可能性があ

る。ひとつは、{I, II, III}および{IV, VI}というグループ分けで、もうひとつは、

{I, VI}および{IV, II, III}というグループ分けである。この問題の解決にはポ

ー・カレンとスゴー・カレン個々の声調を見てみる必要がある。I と II では共

通してポー・カレン語の -ဩ で表される声調が現れる。また、II と III では共通

してスゴー・カレン語の zero mark で表される声調が現れる。これら 2 つの声

調は共通して II に現れるので、この 2 つが現れる対応パターン I, II, III をひと

まとまりと見なすべきである。すなわち、I, II, III に同一の原声調を再建するべ

きである。そして、IV, V にもう一つの原声調を再建するべきである。 
 
(7)   結果、カレン祖語には、３種類（本稿では *1, *2, *3 と示す）の声調が

再建でき、祖語の段階の 3 種類の頭子音の種類を条件として、ポー・カレンお

よびスゴー・カレンで表 3 のように受け継がれたと考えることができる。表中、

B は série basse、M は série moyenne、H は série haute を表す。閉鎖音に限った

場合、B=voiced stops, M=non-aspirate voiceless stops, H=aspirate voiceless stops で
あると考えることができる。 
 
表 3 
 *1  *2  *3 

*B I: Pwo -ဩ:Sgaw -ၯ IV :Pwo -ø:Sgaw -ဿ္ VII: Pwo -ှ:Sgaw -ာ္ 

*M II: Pwo -ဩ:Sgaw -ø VI: Pwo -ဵ:Sgaw -ဢ္ VIII: Pwo -႞:Sgaw -း 

*H III: Pwo -ဿ:Sgaw -ø VI: Pwo -ဵ:Sgaw -ဢ္ VIII: Pwo -႞:Sgaw -း 
 
(8)   閉鎖音始まりの音節に限って見ている場合にはこれでよい。他の子音で

始まる音節に視野を広げたときに問題が２つ生ずる。一つ目は、鼻音、流音、

半母音などの sonorant initial を持つ音節で、I (Pwo -ဩ:Sgaw -ၯ), IV (Pwo -ø:Sgaw 

-ဿ)္, VII (Pwo -ှ:Sgaw -ာ)္という*B のパターンではなく、III (Pwo -ဿ:Sgaw -ø), VI 

(Pwo -ဵ:Sgaw -ဢ္), VIII (Pwo -႞:Sgaw -း)という*H の対応を示すもの（Pwo 

/mɩ́/:Sgaw /mê/「火」など）をどう考えるかという問題である。二つ目は、現代

カレン語の /b/ と /d/ が、I (Pwo -ဩ:Sgaw -ၯ), IV (Pwo -ø:Sgaw -ဿ္), VII (Pwo -

ှ:Sgaw -ာ)္という*B のパターンではなく、II (Pwo -ဩ:Sgaw -ø), VI (Pwo -ဵ:Sgaw -

ဢ္), VIII (Pwo -႞:Sgaw -း)という*M の対応を示すこと（Pwo /ba11/:Sgaw /ba55/「祈

る」など） をどう考えるかという問題である。 
 一つ目の問題に関しては、無声の sonorant を祖語に再建することによって解
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決できる。*hme2「火」(Haudricourt の表記では *ʽme’)がその例である 5 
 もう一つの問題に関しては、b, d に *p, *t という形を再建し、現代語の p, t 
には *pp, *tt という形を恣意的に(arbitrairement )再建する 6。  
 
(9)   結果、カレン祖語の頭子音として、次のようなものが再建できる。 祖語

の声調は、これら 3 つのグループを条件として分岐したのである。なお、IPA
による表記によれば、 ’ は ʔ、pʽ は ph、ʽm は m̥ であることに注意されたい。 
*低シリーズ(série basse) 
 ɡ  j  d  b  ṅ  ñ(or y)  n  m  l  r  w  gr  br  ɣ 
*中シリーズ(série moyenne) 
 k  c  tt  t  pp  p  ’ 
*高シリーズ(série haute) 
 kʽ  cʽ  tʽ  pʽ  ʽṅ  ʽñ  ʽn  ʽm  ʽl  ʽw  s  kʽr  pʽr  x 
 
 以上が、1946 年の論文で Haudricourt がカレン祖語の声調の再建に関して行

ったと思われる作業である。相当に骨の折れる作業だったと想像するが、論文

の中で Haudricourt は、表 4 を示してごく簡単な説明をつけているだけである。 
 
表 4 : Haudricourt (1946)の示した声調対応表 
série basse (sonore)          pwo   1b 2b 3b 
                         sgaw  1b 2b 3b 
série moyenne (non aspirée)   pwo   1b 2h 3h 
                         sgaw  1h 2h 3h 
série haute (aspirée)         pwo   1h 2h 3h 
                         sgaw  1h 2h 3h 
 
 Haudricourt は声調のナンバリングは恣意的(arbitraire)ではないと述べている。

第一声調においては Pwo と Sgaw の分岐が異なる。série moyenne の頭子音が

Pwo では série basse、Sgaw では série haute と行動を共にしている。これは、タ

イ諸語でタイ祖語(taï commun)の第一声調(le 1er ton)が同様の分岐を示すのと似

ている(Haudricourt 1961 参照)。それで 1 としたという。一方、第三声調は、音

節末に閉鎖音を伴っていたと考えられる。これは中国語の最後の声調すなわち

入声(jou cheng)と同じ特徴であるため、最後に置いたという。現在、Haudricourt 
(1946)が再建した声調 1, 2, 3 および後に追加された 2’の表し方は研究者によっ

て異なっている。Solnit (2001, 2013), Luangthongkum (2013, 2014a, 2014b)は A, B, 
B’, D で表している。Manson (2009)と Weidert (1987)は A, B, B’, C とする。

Shintani (2003)は 1, 2, 2’, 3 とする。 
 
 
                                            
5 無声の sonorant は Geba 語に保存されていることが Luce (1959)によって報告され、この仮説が正しいこ

とが証明された。例えば「火」は Geba 語で /m̥ɩ̄/ である(加藤 2008)。 
6 私が確認できた範囲では、現代カレン語諸方言において、Haudricourt の*p, *t に対応する音は基本的に

implosive である。したがって、Haudricourt の *p, *t には、*ɓ, *ɗ を再建すべきであると考える。*pp, *tt
には *p, *t を再建することができる。 
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2. Haudricourt (1975)における修正 
 Haudricourt は、1975 年の論文で、カレン祖語の声調体系にもう一つの声調を

加えるべきであることを主張する。彼がもう一つの声調を付け加えたのは、上

で見た 7 種類の対応とは別に、Luce (1959)が V と番号を振った対応が見つかる

からである。 
 
V. Pwo -ဵ : Sgaw -ø 

Pwo ကဲဵ /kɛ́/ : Sgaw ကဲ /kɛ́/ ‘to become’ 
Pwo ဒိဵ /dʊ́/ : Sgaw ဒ ိ/dó/ ‘to strike’ 
Pwo ဖိဵ /phʊ́/ : Sgaw ဖ ိ/phó/ ‘child’ 
Pwo မဲဵ  /mɛ́/ : Sgaw မ ဲ/mɛ́/ ‘tooth, fang ; to sprout’ 
Pwo ၁့ဵ /θɩ́/ : Sgaw သ့ /θé/ ‘to be capable’ 
Pwo အဵ /á/ : Sgaw အါ /á/ ‘to be numerous’ 
 
 Haudricourt は、上記に加えて次のような例を挙げている。 
 
Pwo ကဆ့ဵ /kəchɩ́/ : Sgaw ဆဲ /shɛ́/ ‘to sneeze’, Pwo ကြံဵ /kwí/ : Sgaw ကြံ /kwí/ ‘to be 
ticklish’, Pwo က်ီၩ /klóɴ/ : Sgaw က်ီ /klɔ́/ ‘to cut (with axe)’, Pwo ဂဵ /ɣá/ : Sgaw ဟါ /há/ 
‘evening’, Pwo ဂဲဵ  /ɣɛ́/ : Sgaw ဟဲ /hɛ́/ ‘to be spicy’, Pwo ဎံဵ /xí/ : Sgaw ဆံွ /shɣí/ ‘to be 
pure’, Pwo ဎိဵ /xʊ́/ : Sgaw ဃိ /xó/ ‘to roast’, Pwo ဎြံဵ /xwí/ : Sgaw ဃံ /xí/ ‘bone’, Pwo 
ဎြံဵ /xwí/ : Sgaw ဖွံ /phɣí/ ‘to sow’, Pwo ဎြဲဵ  /xwɛ́/ : Sgaw ဃ ဲ/xɛ́/ ‘fainfall’, Pwo စူဵ /cɯ́/ : 
Sgaw စု /sɯ́/ ‘hand’, Pwo ဆဲဵ /chɛ́/ : Sgaw ဆဲ /shɛ́/ ‘to set a trap’, Pwo ဖံဵ /phí/ : Sgaw ဖံ 
/phí/ ‘pus’, Pwo ဖ်႕ဵ /phlɩ́/ : Sgaw ဖ်႕ /phlé/ ‘to whip’, Pwo ဘုဵ /bɯ́/ : Sgaw ဘု /bɯ́/ 
‘paddy’, Pwo ၁ိဵ /θʊ́/ : Sgaw သိ /θó/ ‘oil’, Pwo အူဵ /ʔɯ́/ : Sgaw အူ /ʔú/ ‘to blow’, Pwo 
အြံဵ /ʔwí/ : Sgaw ဝံ /wí/ ‘carry on one’s back’。 

Haudricourt が挙げた例以外にも、Pwo က်ၩဲ /kláiɴ/ : Sgaw က်႕ /klé/ ‘to roll eyes 
sideways’, Pwo ဂုဵ /ɣɯ́/ : Sgaw ဖႉ /phɣú/ ‘to besmear’, Pwo ဂူဵ /ɣɯ́/ : Sgaw ဟု /hɯ́/ ‘to 
brood’ などがある。 
 Haudricourt (1975)は、自身が 1946 年の論文でこの対応について言及しなかっ

たのは、例外と考えていたからだと述べている。1975 年の論文ではこの扱いを

改め、祖語にもう一つの声調を再建することによって、この対応パターンを説

明するべきだとする。この声調を本稿では 2’と表すことにしよう。奇妙なこと

に、V のグループには、Pwo /PH/ : Sgaw /P/ の対応が見当たらない。したがっ

て、声調 *2’は、*B (série basse)の例を欠くことになる。この新しい説によれば、

カレン祖語の声調は表 5 に示したように Pwo Karen と Sgaw Karen に受け継がれ

たことになる。 
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表 5 
 *1  *2  *2’  *3 

*B I: Pwo -ဩ;Sgaw -ၯ IV :Pwo -ø;Sgaw -ဿ္   VII: Pwo -ှ;Sgaw -ာ္ 

*M II: Pwo -ဩ;Sgaw -ø VI: Pwo -ဵ;Sgaw -ဢ္ V: Pwo -ဵ;Sgaw -ø VIII: Pwo -႞;Sgaw -း 

*H III: Pwo -ဿ;Sgaw -ø VI: Pwo -ဵ;Sgaw -ဢ္ V: Pwo -ဵ;Sgaw -ø VIII: Pwo -႞;Sgaw -း 
 
 Haudricourt は、*2’が série basse の例を欠くことについて、*2’を持つ音節の

頭子音が有声である場合に、*2 のパターン IV（Pwo -ø;Sgaw -ဿ္）に融合してし

まったのだろうと考える。そして、これが、中国語において le ton shang が一定

の条件で le ton qiu に合流してしまった現象と同じであることを示唆する。この

点で、カレン祖語の*2 は古代中国語の去声に、*2’は上声に対応する。 
 Haudricourt が指摘した中国語の現象は、漢語音韻論で浊上归去(Zhuó Shǎng 
Guī Qù)と呼ばれる。有声閉鎖音(漢語音韻論における濁)を初頭音に持つ音節の

上声が去声に合流してしまった現象である(王力 2010 : 293-294, Norman 1988: 
194-195, Zhang 2014 : 20-27 などを参照)。この現象は 8 世紀の初めには始まって

いたと考えられ、Mandarin Chinese をはじめとして、多くの方言に見られる(何
大安 1988)。中国語では、次浊(Cìzhuó ; 鼻音・流音・半母音)においてこの現

象は起きなかったのであるが、Haudricourt の説が正しいとすれば、カレンにお

いては、Tone *2’と共起したすべての有声頭子音に起きたことになる。 
 *2’を再建する考え方は、Solnit (2001, 2013)、Shintani (2002, 2003)、Manson 
(2009)において受け入れられている。しかし、カレン祖語の声調を扱った

Luangthongkum (2013) は 、 *2’ を 再 建 す る 必 要 が な い と 主 張 す る 。

Luangthongkum は、The reconstruction of the *-s seems to help solve some problems 
of the irregular tone correspondences と述べ、カレン祖語の段階における *-s の存

在に V の対応の理由を帰することができると言うのである。Luangthongkum の

考え方の要点は、V の対応パターンの原因を segment に帰すということである 7。 
 実は、Haudricourt 自身が、1975 年の論文で、*2’の由来が segment にあると

の可能性を示唆している。Haudricourt によれば、この対応を示す 33 語のうち、

末尾に鼻音があったと考えられるのは 2 語のみである。これは例えば、I の対

応を示す 110 語のうち半分を超える 60 語が鼻音終わりであるのと対照的であ

る。Haudricourt が示した表を表 6 に示し、これを祖語の声調ごとに私がまとめ

なおしたものを表 7 に示す。 
 

                                            
7 チベット・ビルマ祖語の声調の性質を考察した Weidert (1987:331)は、カレン諸語の声調に触れた中で、

もうひとつの声調を設定する必要はなく、この例外の原因は、カレン祖語の段階の形態論的複雑さに帰す

ることができるのではないか(can be traced to morphological complexities of Proto-Karen in connection with *B-
tone or the nontonal predecessor of *B)、と言っている。具体的な代案は示していない。この説も、segment
に原因を求める Luangthongkum の説と軌を一にする。Weidert (1987 : 237)は、For simplicity’s sake, 
Haudricourt assumed complete tonal merger of the *B’-voiced with the *B-voiced tone-pattern. と書いているが、

Haudricourt の仮説は、“for simplicity’s sake”という言葉で形容できるほど単純ではない。 
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表 6 
      catégories de Luce   I    II   III  IV  V   VI 
        finales orales      50  51  80  79  31  122 
        finales nasales     60  70  79  59   2   80 
 
表 7 
                        *1        *2        *2’ 
       oral rhymes        181(46%) 201(59%) 31(94%) 
       nasalized rhymes    209(54%) 139(41%)  2( 6%) 
       total              390       340       33 
 
このことから Haudricourt は、*2’が音節末の声門閉鎖音に由来することを示唆

している。同時に、*2 については、音節末の *-s に由来するとの考え方を示

している。しかし、カレン祖語に 3 つの plain tone を再建する以上、Haudricourt
はカレン祖語の段階でこれら音節末子音は既に消失し、それに代わって声調が

確立していたと考えていたはずである。 
 私は、Luangthongkum の説よりも、*2’を再建する Haudricourt の説を支持し

たい。その理由は、第一に、現代のいかなるカレン系言語にも V のパターンを

証明するためのいかなる segment も見つからないことである。また第二に、も

し V が *-s のような segment に由来するのであれば、有声頭子音を持つ語例が

見つかってもよいはずである。しかし見つからない(後述する「歯、牙;芽生え

る」を表す単語を除く)。有声頭子音を持つ語例が*2’の声調に見当たらないこ

とは、次節で示すように、別個の声調を仮定し、有声頭子音によるピッチの低

下を説明原理として用いれば合理的に説明できるのである。合理的な説明が可

能という点において、Haudricourt の、声調に由来を求める説のほうが有利であ

る。 
 
 
3. 合流の経緯とカレン祖語の声調の調値 
 本節では、*2’の一部が 2 に合流した経緯と、カレン祖語の声調の調値につい

て、私の見解を述べる。これらの問題を論じる前に、*1, *2 のピッチの相対的

な関係がどうだったかについて考えてみよう。Shintani (2003)は、*1 は *2 より

も相対的に高かったであろうと推定する。その理由は次のようなものである。

まず、initial voiced consonants の無声化が生じていない、言い換えれば声調の分

裂の必要がない Geba, Bwe, Paku において、*1 由来の声調が*2 よりも一般的に

高いからである(Geba については表 11 参照)。また、Geba, Bwe, Paku において、

*1 が分裂しているのに対して*2 が分裂していないからである。*1 は*2 よりも

高かったために、有声子音の場合のピッチ低下の圧力に屈しやすかったのだと

いう。新谷の説は十分に合理的だと考えられるので、これを前提に議論を進め

る。 
 私は、*2’が有声頭子音を持つ音節において*2 に合流した経緯は次のような

ものだったと考える。*2’は*2 よりも高い調値を持っていた。*2’の声調を持つ

音節のうち有声初頭子音を持つものは、有声子音の影響で徐々に低く発音され
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るようになって*2 との違いが小さくなり、最終的には*2 に合流してしまった。

このような変化がカレン祖語の段階で起きたのである。*2’が*2 よりも高い調

値を持っていたと考えることは不可欠である。なぜなら、そうでないと、*2’が
有声頭子音によって押し下げられて*2 に合流した経緯が説明できないからであ

る 8。 
 さらに、*2 と合流しなかった、無声頭子音を持つ*2’が後にどうなったかを

見てみよう。表 8-11 を見ていただきたい。表 8 と表 9 に示した Pwo 語 Hpa-an
方言と Kyonbyaw 方言(西部方言の一種。See Kato 1995, 2009)では、M2’と H2’
の調値がそれぞれ M2, H2 と同じである。表 10 の Sgaw 語 Hpa-an 方言では、

M2’と H2’の調値がそれぞれ M1, H1 と同じである。表 11 に示した Geba の

Leiktho 方言 (see 加藤 2008)でも、Pwo と同様、M2’と H2’の調値がそれぞれ

M2, H2 と同じである 9。したがって、*2’は、Pwo と Geba では*2 と合流し、

Sgaw では*1 と合流しているのである。これらと同様、*2’はすべての現代カレ

ン系言語で、他の声調と合流している(Shintani 2003 の表を参照されたい)。他

とは異なる独自の調値を取る言語は見つかっていない。注意していただきたい

のは、*2’が有声頭子音を持つ音節(L2’)において*2 に合流したのはカレン祖語

の段階であり、M2’と H2’が他の声調と合流したのはその後の個々の言語にお

いてだということである。 
 
表 8 : Pwo (Hpa-an)の調値             表 9 : Pwo (Kyonbyaw)の調値 
    1     2      2’      3              1     2      2’      3 
B   [11]   [33(4)]         [55]        B   [55]   [51]           [51ʔ] 
M   [11]   [55]    [55]    [11]        M   [55]   [11]    [11]    [51ʔ] 
H   [51]   [55]    [55]    [11]        H   [11]   [11]    [11]    [51ʔ] 
 
表 10 : Sgaw (Hpa-an)の調値            表 11: Geba (Leiktho)の調値 
    1     2      2’      3              1     2        2’      3     
B   [33]   [11]           [11ʔ]       B   [33]   [33]([11])        [11]   
M   [55]   [51]    [55]    [44ʔ]       M   [55]   [33]      [33]    [33(ʔ)]   
H   [55]   [51]    [55]    [44ʔ]       H   [55]   [33]      [33]    [33(ʔ)]   
 

Shintani (2003)が示したカレン系 16 言語の声調対応を見ると、M2’と H2’が
M1, H1 と合流した言語が 9 言語(Pao, Padaung, Gekho[1], Gekho[2], Blimaw, Paku, 
Monebwa, Thalebwa, Sgaw)、M2, H2 と合流した言語が 5 言語(Geba, Bwe, Kayo, 
Mopwa, Pwo)、M3, H3 と合流した言語が 1 言語(Kayah)、B2 と合流した言語が

                                            
8 新谷(2002)は、Haudricourt が 1975 年の論文で、*1, *2, *2’をそれぞれ平行調、下降調、上昇調であると

考えたと書いているが、Haudricourt 自身はそこまでは言っていない。Haudricourt は*2 と*2’を中国語の浊

上归去における去声と上声になぞらえているだけである。また、新谷(2002)は、有声音始まりの音節が*2’
から分かれて*2 に合流するときに、頭子音の無声化が起きたと述べている。しかし、無声化が起こった

と考える必要はないだろう。むしろ、無声化が起きないほうが低音化の圧力が掛かり続けるのであるから、

合流しやすくなる。Ballard によれば、tonologization は loss of voicing がなくても生じうることがいくつか

の言語で立証されている(Ballard 1988 :14-15)。そのことを考えれば、カレン祖語の*2’から*2 への変化に

際して無声化が起きなかったと考えてもおかしくはない。 
9 Geba では、一般的に L2 は[33]であるが、単語によっては[11]である。その条件は不明である。 
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1 言語(Thaidai)である。このように、多くの場合、*2’ は*1 あるいは*2 のいず

れかと合流している。このことから、私は、*2’のピッチが*1 と*2 の間のどこ

かにあったと推測する。すなわち、*2’のピッチは*2 よりも高く、*1 よりも低

かったのだろう。 
 上記をふまえて、本稿では、カレン祖語の各声調の調値は *1 が high-level、
*2’ が mid-level、*2 が low-level のようなものであったと推定する 10。すべて

level tone であったと考える理由は、カレン系言語全般にわたって contour tone
よりも level tone が圧倒的に多く見られるからである。新谷(2002)も、同様のこ

とを指摘している。下降や上昇を伴ったとしても、多くの場合はゆるやかであ

る。Pwo の Hpa-an 方言および Kyonbyaw 方言や Sgaw の Hpa-an 方言に見られ

る急激な下降調 [51] は例外的である。カレン祖語の声調がすべて level tone で

あったと仮定し、なおかつ、*1 は*2 よりも高く、*2’ は *2 より高く*1 より低

いということを仮定するならば、上記のような声調を推定するしかない。さら

に、*2’が有声頭子音を持つ音節の場合に*2 に合流したことを考えると、*2’の
調値は*2 に非常に近かったのではないか。以上を総合すると、祖語における 3
つの plain tone は、例えば、*1 [55], *2’ [22], *2 [11]あるいは、*1 [44], *2’ [22], 
*2 [11]のような調値だったことが考えられる。もちろん、現代カレン系諸語の

level tone が環境によってわずかな下降や上昇を伴うのと同じように、これらも

そのような contour を伴っていたかもしれない。 
 *2’の声調を持つ音節のうち有声初頭子音を持つものが*2 に合流した点につ

いて、ひとつだけ例外がある。それは「歯、牙」あるいは「芽生える」を表す

音節 Pwo /mɛ́/ : Sgaw /mɛ́/である。Haudricourt(1975)はこの形式が無声の頭子音 
*hm- を持っていたと考えた。ところが、私のデータによれば、無声鼻音を保

存している Geba 語(注 5 参照)において、「牙」と「芽生える」を表す形態素は

どちらも有声鼻音で始まる /mɛ̀/ である。したがって、対応する祖語の形式も

有声鼻音頭子音を持っていたと考える必要がある。すなわち、例外的に、この

形式の*2’のみ、*2 に合流しなかったのである。西部ポー・カレン語の対応す

る形式は /mài/ ‘fang ; sprout’ であることから(Kato 2009)、祖語においてこの形

式はおそらく *mai2’ のような形で二重母音を持っていたと考えられる。合流

が阻止されたのは、この二重母音の影響かもしれない。 
 
 
4. まとめ 
 本稿では、Haudricourt が 1946 年の論文でカレン祖語の声調を再建した経緯

と、1975 年の論文でもうひとつの声調を追加した経緯を示した。1975 年の変

更は非常に重要である。これによって V の対応パターンがうまく説明できるの

である。さらに、Haudricourt の仮説をふまえ、カレン祖語の声調の調値は、 
*1 が high-level、*2’ が mid-level、*2 が low-level であったと推定した。 

                                            
10 plain tone が high-level、mid-level、low-level の 3 種類であるという点で、ここで推定したカレン祖語の

声調は表面的に、スゴー・カレン語のイラワジデルタ諸方言に似る。例えば Hinthada 方言は、high-level 
[55]、mid-level [33]、low-level [11]という 3 つの plain tone を持つ。なお、カレン祖語の声調の調値を推定

するにあたっては、頼(1968, 1989)の古代中国語の声調に関する議論を参考にした。 
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 Haudricourt の議論にとって幸運だったのは、ポー・カレン語とスゴー・カレ

ン語が、カレン系諸言語の中で多いほうに属する６声調を持っていたことであ

る(4 つの plain tone と 2 つの checked tone)。パオ語などを除き、通常は 2 つか 3
つであることが多い。加えて、ポーとスゴーが série basse において /PH/ vs. /P/ 
という対応を示すことも重要な点だった。そして、アメリカ人宣教師によって

19 世紀の前半に作られたスゴーとポーの文字が当時の音韻体系を正確に反映す

るものであったことが Haudricourt の研究に大きく寄与したことも忘れてはなら

ない。 
本稿が Haudricourt の再建の作業を理解するための一助になれば幸いである。 
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